

































































































妄想 (délire) であり空想 (fantaisie，fancy) である．それはバラバラで秩
序を持たない諸知覚の継起であり，想像そのものであり，その根底からし

























































































































































































































特異性 (une singularité intinsèque)」，「線と点に関する純粋な〈出来事〉
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